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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・5/26（火）八戸学院　看護実習生　5名来ます。
・5/29（金）千葉学園　看護実習生⇒5/27（水）変更予定　3名来ます。

・4月分の疾患別診療計画書アップロード4月15日まで。
・令和8年度部署ミーティング
日時：5月11日（月）　16：30～17：00
場所：青陽館2Fミーティングルーム

内容：今年度の事業計画の確認
各自意気込み
・5月の各種プログラムテキストを順次作成をお願いします。
・新年度の各プログラムテキスト作成の担当と利用者様の担当を割り当て中。
・DNC利用者(袴田様・島守様)水分摂取について、袴田様は昼食後の服薬の際や午後のプロ
グラム後にスティック飲料の提供を提案。島守様は14：00台のプログラム後に飲水を促
す声掛けをお願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア
・河村　哲久様～朝から数回に渡り入電あり。通帳の管理費が高い事で不満を訴え、「弱い物いじめだ。通帳は家に置く。青陽館でお金を管理して欲しい。」と話している。以前利用していた薫る風法律事務の弁護士より「管理費は減っていく。」と説明があったが、「変わらない。横田さんに聞いたら、裁判で決まっているって。」と話す。易怒性は無いが、活気のなさある。青陽館ではあくまでもデイケア中の食費と入浴料のみのお預かりで、生活費の管理は法律上出来ない事を伝えている。五福の担当スタッフへも同内容の訴えがあり、このままうみねこ法律事務所へお願いするように言われたとの事だが、了解出来ていない様子がある。こちらとしても、通帳が自宅へあるとお金を使いするぎる可能性がある為、金銭管理は弁護士へお願いするように促して終話している。
・源波　尚弥様～ID：5569　統合失調症　30歳　男性　主治医：高橋Dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携室宇津木沢PSWより連絡あり。以前に青陽館を利用しており就労への移行を機に利用終了していたが1年ほど前に就労事業所が閉所となりそれ以降は自宅に籠りがちの生活をしている。日中活動の場を改めて設けていきたいとのことで再度見学から始めることとして、13日(水)13：30に見学を実施予定(本人様が直接青陽館に来所予定)

ショートケア
・特記する利用者はおりません
デイナイトケア

・特記する利用者はおりません
【青明・グルホ情報】
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【特定相談員情報】

上森　正幸様～就労継続支援B型ラボーロ週3回利用中。本人が「ラボーロで提供される昼食を食べたい」と、開所している土曜日(事業所カレンダーによる)の追加利用を希望しているため面談。本人・事業所管理者・特定相談で話し合い、無理しない程度で利用して行くこととしたとの事。
赤間　健太様～今朝、今日からB型オリオン体験利用を予定しているが「不安だ」と訴える電話があったとの事。キャンセルするか?と聞くと「しない」とのこと。「体験利用のキャンセルはしないが不安だ」と言う訴えに、初めての所に行って初めてのことをするのは不安だと受入れながら、予定を確認。8時に家を出て最寄り御バス停から旭ヶ丘営業所行きのバスに乗り、終日体験利用の予定との事。まずは行くだけ行って、不安が強いようなら職員に相談して休ませて貰う等して良いし、半日にして貰うことも可能だと説明したとの事。不安時に服用するような薬はないか確認すると「無い」と言い、いつも朝食を摂らずに朝食後薬を飲んでいるとの事。ではいつも通りに服薬するようにお願いし、気をつけて出掛けるように声掛けて終話したとの事。その後、オリオン管理者へ今朝の本人との電話の内容について情報提供し他との事。とりあえず体験に行くということになったが、状態不安定なので、一度本人と話をしてから今日の体験利用をどうするか決めて欲しい事を伝えると応じられたとの事。
